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私
は
、
輸
入
価
格
の
三
倍
も
す
る
我
が
国
の
蚕
糸
価
格
、
就
中
国
際
経
済
の
現
状
に
背
を
向
け
た
蚕
糸
価
格
安

定
制
度
の
矛
盾
に
つ
い
て
、
昨
年
十
一
月
二
十
一
日
と
十
二
月
二
十
日
の
二
回
に
わ
た
つ
て
質
問
主
意
書
を
提
出

し
た
が
、
い
ず
れ
の
答
弁
も
問
題
点
を
す
り
替
え
た
も
の
で
極
め
て
不
満
で
あ
る
。
し
か
も
本
制
度
は
、
生
糸
先

物
取
引
市
場
に
お
い
て
特
定
の
投
機
筋
に
利
用
さ
れ
、
蚕
糖
事
業
団
の
在
庫
は
増
大
す
る
一
方
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
同
事
業
団
の
特
別
勘
定
の
長
期
借
入
金
は
、
先
の
答
弁
に
よ
る
と
千
九
百
五
十
二
億
円
で
、
欠
損
金
は
四
百

七
十
五
億
円
に
の
ぼ
つ
て
い
る
。 

更
に
、
最
近
在
庫
生
糸
に
カ
ビ
が
生
え
る
事
件
が
発
生
し
、
同
事
業
団
は
こ
れ
を
指
名
入
札
で
、
特
定
業
者
に

放
出
し
、
関
係
団
体
か
ら
強
い
批
判
を
受
け
て
い
る
。
今
の
ま
ま
現
制
度
を
放
置
す
る
な
ら
ば
、
臨
調
答
申
、
会

計
検
査
院
の
指
摘
を
無
視
す
る
行
為
と
な
り
重
大
な
結
果
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
よ
つ
て
次
の
質
問
を
す
る
。 

蚕
糖
事
業
団
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 

今
回
の
カ
ビ
が
発
生
し
た
生
糸
は
、
い
く
ら
で
売
り
渡
し
た
の
か
金
額
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

同
入
札
に
お
け
る
最
低
予
定
価
格
は

、

通

常

の

売

渡
し
価
格
に
比
べ
安
く
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る

が
、

ど

の

よ

う

な

方
法
で
算
出
し
た
も
の
か
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
予
定
価
格
の
積
算

三 

事
業
団
は
、
前
記
の
五
百
十
二
俵
す
べ
て
に
カ
ビ
が
発
生
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
、
売
渡
し
を
決
定
し
た

の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
最
初
に
カ
ビ
を
発
見
し
た
の
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
な
の
か
具
体
的

に
示
さ
れ
た
い
。 

一 
蚕
糖
事
業
団
（
以
下
、
事
業
団
）
は
、
本
年
一
月
、
カ
ビ
が
発
生
し
た
在
庫
生
糸
（
五
十
四
年
度
分
）
五
百
十
二

俵
を
西
陣
産
地
糸
商
七
社
に
指
名
入
札
で
売
り
渡
し
た
と
い
う
が
、
ど
う
し
て
一
般
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
ら

ず
指
名
入
札
を
行
つ
た
の
か
、
そ
の
理
由
及
び
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
カ
ビ
が
発
生
し
た

糸
を
同
様
の
方
法
に
よ
り
売
り
渡
し
た
例
が
過
去
に
あ
る
の
か
、
あ
れ
ば
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

二 

こ
の
入
札
は
、
農
林
水
産
大
臣
の
承
認
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

六 

私
の
試
算
に
よ
る
と
、
事
業
団
が
五
十
四
年
に
買
い
上
げ
た
糸
の
現
時
点
で
の
評
価
額
は
、
当
時
の
事
業
団

買
入
れ
価
格
一
万
四
千
三
百
円
／
㎏
、
現
在
ま
で
の
八

年

間

の

金

利

・
倉
庫
料
（
一
カ
月
当
た
り
百
円
／
㎏

と
し
て
）
を
加
算
す
る
と
二
万
三
千
九
百
円
／
㎏
に
な
る
。
こ
れ
を
平
均
七
千
五
百
円
／
㎏
（
今
回
の
売
渡
し

価
格
は
六
千
五
百
～
八
千
五
百
円
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
）
で
五
百
十
二
俵
を
売
り
渡
し
た
と
す
れ
ば
約
五
億
円

の
損
に
な
り
、
事
業
団
の
損
失
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
当
局
は
こ
の
際
、
在
庫
品
の
買
入
れ
年
度
別
の

原
価
計
算
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
求
む
。 

七 

昨
年
来
、
実
需
者
以
外
の
者
に
よ
り
、
横
浜
・
神
戸
の
両
取
引
所
を
通
じ
品
受
け
さ
れ
た
生
糸
が
、
取
引
所

の
指
定
倉
庫
か
ら
一
般
倉
庫
へ
移
動
さ
れ
、
あ
る
期
間
を
経
て
事
業
団
の
買
上
げ
に
よ
り
再
び
指
定
倉
庫
に
戻 

が
、
事

業

団

の

契
約
責
任
者
の
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
つ
て
事
業
団
に
損
害
を
与
え
た
と
す
れ
ば
、
「
予

算
執
行
職
員
等
の
責
任
に
関
す
る
法
律
」
に
準
じ
た
形
で
処
分
が
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
一
般
論
と
し

て
見
解
を
求
む
。 

五 

 



 

九 

日
本
器
械
製
糸
工
業
組
合
（
以
下
、
日
器
工
）
は
、
行
政
当
局
の
強
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
生
糸
生
産
出
荷

の
抑
制
策
を
行
つ
て
き
た
が
、
昨
年
十
一
月
の
私
の
質
問
主
意
書
（
質
問
第
一
五
号
）
を
契
機
に
、
公
正
取
引
委

員
会
よ
り
、
独
禁
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
つ
た
の
で
撤
回
す
る
と
の
通
達
（
日
器
工

61
発 

八 

十
二
月
五
日
の
政
府
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
〇
七
第
一
五
号
）
に
よ
る
と
、
事
業
団
の
在
庫
生
糸
に
つ
い
て

は

、

処

理

の

円
滑
化
を
図
つ
て
い
る
と
あ
る
。
し
か
し
、
事
業
団
は
六
十
一
年
十
二
月
に
一
万
六
百
三
十
五

俵
、
六
十
二
年
一
月
に
は
四
千
三
百
七
十
五
俵
の
国
産
糸
を
買
い
入
れ
、
在
庫
総
量
は
、
六
十
一
年
十
二
月
末

で
十
五
万
百
五
十
九
俵
、
六
十
二
年
一
月
末
現
在
で
十
五
万
千
四
百
三
十
二
俵
と
、
私
の
指
摘
後
増
加
を
し
て

い
る
。
こ
の
事
実
を
ど
う
見
る
の
か
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

る
例
が
あ
る
。
空
調
設
備
の
不
完
全
な
一
般
倉
庫
（
指
定
倉
庫
は
温
湿
度
の
調
整
や
害
虫
の
駆
除
を
定
期
的
に

行
つ
て
い
る
。
）
に
積
ま
れ
て
い
る
間
に
カ
ビ
や
害
虫
が
発
生
し
て
い
た
場
合
、
事
業
団
は
そ
の
責
任
を
ど
こ
に

求
め
る
の
か
。
一
般
論
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

十
一 

六
十
二
年
一
月
二
十
日
付
の
日
器
工
の
「
糸
価
対
策
に
関
す
る
メ
モ
」
に
よ
る
と
「
日
器
工
の
市
場
介
入

価
格
は
一
万
一
千
九
百
円
と
す
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
一
月
三
十
日
付
の
「
常
任
理
事
会
議
事
報
告
に
つ
い
て
」

（
日
器
工

61
発
第

45
号
）
に
よ
る
と
「
農
水
省
と
最
終
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
当
局
か
ら
一
万
二
千
円
で
買
い
支

え
る
こ
と
で
両
者
間
は
漸
く
合
意
す
る
こ
と
が
出
来
た
」（
要
旨
）
と
あ
る
。
両
者
の
主
張
す
る
買
入
れ
価
格
に

は
隔
た
り
が
あ
る
が
、
農
水
省
の
い
か
な
る
指
導
を
も
つ
て
合
意
に
達
し
た
の
か
、
こ
の
際
そ
の
理
由
と
こ
れ 

十 

日
器
工
は
、
本
年
一
月
、
臨
時
総
会
を
開
い
て
、
安
定
基
準
価
格
の
維
持
と
強
固
な
糸
価
対
策
と
し
て
、
同

組
合
の
借
入
金
限
度
額
八
億
円
を
百
億
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。
製
糸
団
体
が
、
自
ら
生
産
し
た
製

品
を
大
量
の
資
金
を
も
つ
て
先
物
取
引
市
場
で
買
入
れ
に
よ
る
価
格
操
作
を
行
う
こ
と
は
、
商
品
取
引
所
法
等

に
違
反
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
の
当
局
の
見
解
を
求
め
る
。 

第

36
号
）
を
出
し
て
い
る
。
行
政
当
局
は
、
こ
の
組
合
に
ど
の
よ
う
な
指
摘
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
際
当

局
は
組
合
に
不
況
カ
ル
テ
ル
の
申
請
を
勧
め
た
事
実
が
あ
る
の
か
、
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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八 

に
至
る
経
過
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


